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○心豊かな子

学 校 だ よ り ○進んで学ぶ子

下野市立石橋北小学校 ℡５２－１１３４
○健康でたくましい子

令和５年、後期後半が始まりました。冬休み中も休業明けも、新型コロナ
ウイルス感染症とインフルエンザの流行で心配がつきません。さらに、このところの強い寒
波で、急激に寒くなりました。そんな中でも、子どもたちは元気に登校し、氷を見つけたり、
縦割り班ごとに長縄跳びをしたり、校庭を走り回ったり、まさに「子どもは風の子」です。引
き続き、体調管理に気を付けて過ごせるようにと願っています。
1０日（火）後期後半の全校会では、６年生は中学校へ向けて、１～５年生は進級に向け

て、「まとめ」と「準備」の大切な日々であると伝えました。「まとめ」の時期であると同時
に、次の学年への「あたま」「からだ」「こころ」の準備の時期です。登校日数は40日を切
りました。１日１日を精一杯過ごしてほしいと思います。

石橋中学校区（石橋中・石橋北小・石橋小・古山小・細谷小）では、9年間を通して「心
の教育」を重点とし、「地域とつながり社会に貢献できる子」を目指す子ども像として小中
一貫教育に取り組んでいます。５校の教職員が集まって実施内容を考え、５校で同じ取組
をしたり、子どもたちの交流活動をしたり、9年間の学び、成長をイメージしながら各学校
の特色を生かして実践しています。今年は、6年生の児童２名が、夏休みに石橋中学校で
の話合いに参加し、「誰もが気持ちよく居られる学級や学校～いじめをなくすために」どん
なことができるか、各学級で話し合ってほしいと伝えました。各学級の考えは次のとおりで
す 。 （読みにくいところはお子さんに聞いてみてください。） （石橋北小HPでもご覧いただけます。）

誰もが、学校に来て「今日も楽しかった。」「明日もまたがんばろう。」と思える学級、学
校でありたいです。子どもたちも大人も（ご家族も教職員も）皆同じ気持ちだと思います。
石橋北小の活動であると共に、石橋中学校区でのいじめをなくす取組の一つとなります。



冬晴れの清々しい日でした。11月下旬から３週間のスポ
ーツタイムで5分間走をして、記録会を実施しました。校庭を
１周すると色を塗るチャレンジカードはどこまで塗ったでしょ
うか。練習を重ねたことで、誰もが自分のペースで走りきる
ことができました。一人一人、走りきった満足の表情でした。
「あきらめずにがんばる」ことを味わいました。
６年生は小学校最後の記録会が中止になってしまいまし

たが、がんばったことは自分の財産です。順位や記録より、
記憶に残るものかもしれません。
コースの見守りボランティアにご協力くださった保護者の

皆様、応援に来てくださった皆様、寒い中ありがとうございました。

「花育」は、子どもたちが花の苗を植えたり、花束をつくったりすること
で、花卉（かき）の活用促進を図る学習です。今年も、地域の花卉園芸
小川さん、西岡園芸 青柳さんのご協力をいただき実施することができま

した。地元産のパンジー、葉ボタンの苗や近隣市町のバラ、トルコキキョウ、デルフィニウム、
カーネーション、スプレー菊、鶏頭…色とりどりのたくさんの花に驚きました。
６年生は、渡す相手の笑顔を思い浮かべて、花束をつくりました。好きな花を選び、丁寧

に花を扱う様子は、とても豊かな時間でした。そして、スクールガードボランティアさんに渡
して感謝の気持ちを伝え、一人一人、大事に持ち帰りました。１～５年生も、たくさんの花の
中から熱心に選びました。

全校会で、「うれしかったこと」を話しました。授業参観にいらした
来校者の方からいただいた言葉です。「初めて校舎内をじっくり見

学させていただき、とても明るい印象をもちました。」「子どもたちが仲良くしていると思い
ます。」「廊下でも子どもたちがきちんと挨拶をして、とても感じがよいです。」「非常に元
気に声を出して頑張っている姿に感動しました。楽しそうに学んでいます。」
日頃の姿を褒めていただき、うれしく思いました。３A運動が身に付いてきているのだと

思います。 ＜あいさつのできる子・あいての気持ちを考えられる子・あきらめずにがんばる子＞


